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子
育
て・
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け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
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だ
よ
り
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今
回
は
黒
田
原
地
区
に
鎮
座
す

る
黒
田
原
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。

黒
田
原
地
区
は
、
江
戸
時
代
は
あ

ま
り
人
が
住
ん
で
い
な
い
寒
村
で

し
た
が
、
明
治
24
年
（
1
8
8
1
）

に
黒
田
原
駅
が
開
業
し
黒
田
原
温

泉
の
創
設
な
ど
に
よ
り
戸
数
・
人

口
が
増
加
す
る
と
、
神
社
の
設
置

を
求
め
る
住
民
の
声
が
次
第
に
強

く
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
44
年
、黒
田
原
温
泉
神
社
、

黒
田
愛
宕
神
社
、
法
師
畑
温
泉
神

社
、
法
師
畑
愛
宕
神
社
、
小
羽
入

温
泉
神
社
、
松
の
倉
湯
泉
神
社
、

旗
鉾
湯
泉
神
社
、
針
生
温
泉
神
社

を
合
祀
し
、
黒
田
原
神
社
と
称
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
大

正
３
年
（
1
9
1
4
）
に
は
、
弥

次
郎
血
方
神
社
、
追
田
原
湯
泉
神

社
、
松
沼
湯
泉
神
社
を
新
た
に
合

祀
し
、
同
年
に
新
し
い
社
殿
が
完

成
す
る
と
黒
田
原
地
区
を
代
表
す

る
神
社
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
参

道
は
山
田
農
場
主
・
伯
爵
山
田
英

夫
に
よ
る
寄
付
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
7
月
に
は
八
雲
神
社
例
大

祭
が
行
わ
れ
、
厄
除
け
・
無
病
息

災
が
祈
願
さ
れ
、
神
輿
の
練
り
歩

き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

秋
の
例
大
祭
時
に
は
、
泣
き
相
撲

が
行
わ
れ
る
な
ど
地
域
住
民
と
の

接
点
も
多
い
神
社
で
す
。

　
神
社
境
内
に
は
、
通
称
「
逆
さ

狛
犬
」
と
よ
ば
れ
る
狛
犬
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
大
正
13
年
に
那

須
村
消
防
組
第
三
部
役
員
ら
に
よ

り
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
石
工
・

菊
池
平
二
に
よ
る
彫
刻
で
す
。
ま

た
彼
が
大
正
３
年
に
制
作
し
た

「
安
産
狛
犬
」
も
含
め
て
、
狛
犬

好
き
の
方
々
に
と
っ
て
は
大
変
人

気
の
狛
犬
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
目
当
て
に
黒
田
原
を
訪
れ
る
人

那
須
町
の

地
域
文
化
遺
産
vol.15

那須の歴史

再発見

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
☎
74
‐
7
0
0
7

黒田原神社

逆さ狛犬

も
い
ま
す
。
菊
池
平
二
の
狛
犬
は
他

に
も
矢
板
市
の
塩
竈
神
社
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
本
殿
付
近
に
あ
る
石
灯
籠
一

基
は
、
現
在
の
栃
木
市
出
身
の
教
育

者
・
医
師
で
田
中
正
造
を
教
え
た
国

分
義
胤
（
1
8
3
2
〜
1
9
0
2
）

が
奉
納
し
た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す
。

国
分
は
明
治
28
年
（
1
8
8
5
）
に

黒
田
原
に
移
住
し
医
院
を
開
い
た
と

さ
れ
、
住
宅
の
庭
に
設
置
し
た
石
灯

籠
を
神
社
へ
奉
納
し
ま
し
た
。
石
灯

籠
に
は
自
筆
の
銘
文
が
記
さ
れ
、「
東

野
處
士
國
府
五
郎
平
義
胤
」
と
国
分

の
名
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
開
け
、
多
く

の
人
々
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
黒
田

原
。
そ
の
足
跡
が
今
も
遺
さ
れ
て
い

ま
す
。
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那
須
町
で
は
ど
ん
な
戦
争
が
あ
っ

た
か
、
ど
ん
な
戦
争
体
験
を
し
た
人

が
い
た
か
を
、
講
座
と
戦
争
中
の
資

料
を
実
際
に
触
っ
て
学
び
ま
す
。

▼
日　
時　
７
月
15
日
㈬

　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

▼
定　
員　
15
人

　
（
小
学
4
年
〜
高
校
生
）

▼
場　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　
無
料
（
要
予
約
先
着
順
）

　
ま
ち
な
か
で
見
か
け
る
古
文
書
（
変

体
仮
名
）
を
き
っ
か
け
に
江
戸
時
代

の
ひ
ら
が
な
読
解
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日　
時　
８
月
９
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
3
時

▼
定　
員　
20
人　
（
小
学
4
学
年
〜

大
学
生
※
親
子
で
の
参
加
可
）

▼
場　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　
無
料
（
要
予
約
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
子
ど
も
向
け
講
座

「
那
須
町
で
は
ど
ん
な

　
　

  

戦
争
が
あ
っ
た
の
？
」

参
加
者
募
集
中
！

夏
休
み
子
ど
も
向
け
講
座

「
ま
ち
な
か
で
見
る
江
戸
時
代
の

ひ
ら
が
な
を
読
ん
で
み
よ
う
」

参
加
者
募
集
中
！

　
黒
羽
藩
の
御
用
絵
師
で
、
谷
文
晁

ら
に
も
影
響
を
与
え
た
ア
ユ
の
絵
で

知
ら
れ
る
小
泉
斐　
（
1
7
7
0
〜

1
8
5
4
）
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

近
年
那
須
町
内
で
発
見
さ
れ
た
彼
の

作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

▼
会　
期　
9
月
13
日
㈰
ま
で

▼
入
館
料　
大
人
2
0
0
円

　
旧
石
器
時
代
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
ま
で
の
那
須
町
の
歴
史
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
交
代

寄
合
旗
本
芦
野
氏
や
黒
羽
藩
、
那
須

温
泉
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▼
会　
期　
9
月
13
日
㈰
ま
で

▼
入
館
料　
大
人
2
0
0
円

ト
ピ
ッ
ク
展
「
小
泉
斐
の

作
品
た
ち
」
好
評
開
催
中
！

常
設
展

「
那
須
町
の
歴
史
」が
開
催
中

こ
い
ず
み 

あ
や
る


